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市民相談室のご案内

市民相談室は、市の行政につい

ての要望苦情意見などのほか身

近な民事家庭のことなどについ

て相談をおうけしております。

お気軽にご利用ください。
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と
'
ま

と

初
夏
の
日
ざ
し
に
汗
ば
む
ハ

ウ
ス

で
は

い
ま
こ
ろ
よ
く
色
ず
い
た
ト
マ
ト
の
収
穫

が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
あ
な
た
の
ト
マ
ト
の
供
給
地
で

す
。
き
て
、
ト
マ
ト
は
南
米
生
ま
れ
で
ナ

ス
の
な
か
ま
に
属
し
て

い
ま
す
。
明
治
の

頃
に
飛
来
し
て
、
日
本
育
ち
に
な
り
ま
し

た
。
熱
帯
で
は
多
年
生
植
物
と
し
て
繁
茂

し
て
い
る
の
に
、
こ
こ
で
は
一
年
生
の
作

物
で
す
。
お
か
し
な
乙
と
に
は
熱
帯
生
れ

の
寒
が
り
屋
で
あ
り
な
が
ら
、
三
十
度
以

上
の
高
温
を
嫌
い
、
色
づ
き
が
悪
く
な
っ

た
り
、
し
ま
い
に
は
落
葉
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
デ

リ

ケ
ー
ト
な
性
格
を
利
用
し
て
、
日
本
人
は

い
ろ
い
ろ
栽
培
法
を
考
え
ま
し
た
。
い
ま

で
は
、
年
中
日
本
の
ど
こ
か
で
ト
マ
ト
が

収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
口

と
こ
ろ
で
大
村
で
は
暖
地
栽
培

ハ，
半
促

成
栽
培
ゾ
が
お
こ
な
れ
、
小
さ
な
頃
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
活
ら
し
を

続
け
ま
す
。
福
重
地
区
を
中
心
に
西
大
村

・
竹
松
地
区
で
は
こ
う
し
た
ド
マ
「
団
地

が
見
ら
れ
ま
す
D

こ
こ

で
の
収
穫
期
は
意

外
に
長
く
四
月
初
旬
か
ら
は
じ
ま
っ
て
七

月
中
旬
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

食
膳
を
い
ろ
ど
る
ト
マ
ト

の
魅
力
を
、

き
ょ
う
も
せ
っ

せ
と
送
り
と
ど
け
る
人
達

が
働
ら
い
て
い
ま
す
。
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(2) 

他
会
計
へ
の

繰
出
金
は
一
億
八
千
万
円

し
か
し
な
が
ら
拡
張
工
事
に
要

す
る
経
費
の
殆
ん
ど
が
起
債
に
よ

っ
て
施
行
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
元

利
金
の
償
還
が
財
政
状
態
に
大
き

な
比
重
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
工
事
分
と
し
て
は
、
取

水
施
設
工
事
、
送
水
施
設
工
事
、

配
水
池
、
配
水
管
布
設
工
事
等
延

長
八
千
七
百
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し

て
お
り
、
将
来
に
む
い
て
市
民
各

位
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
節
は

と
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

郷
、
原
郷
よ
り
上
地
区
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
方
は
特
に
注
意

を
し
て
タ
マ
パ
エ
の
被
害
か
ら
山

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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尚
今
年
度
の
他
会
計
へ
の
繰
出

金
は
一
般
会
計
へ一
億
五
千
八
百
万
円

病
院
事
業
会
計
へ一
千
二
十
万
円

水
道
事
業
会
計
へ一
千
百
八
十
万
円
i

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
今
計
へ

五
百
万
円

計
一
億
八
千
万
円
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

杉
の
タ
マ
パ
エ
防
除

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

四
月
十
八
日
よ
り
三
日
間
、
防

除
の
徹
底
を
期
す
た
め
黒
木
地
区

国
有
林
を
中
心
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
防
除
を
実
施
し
ま
し
た

従
来
森
林
所
有
者
の
中
で
も
希
望

者
だ
け
が
県
費
助
成
を
う
け
、
動

十
万
都
市
づ
く
り

おおむ

緑
の
山
を
い
じ
め

な
い
で

庭
づ
く
り
が
さ
か
ん
な
昨
今
、

庭
園
樹
を
求
め
て
山
が
荒
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

車
持
参
セ
ゴ
ッ
ソ
リ
山
の
木
を

持
ち
帰
る
な
ど
悪
質
な
行
為
も
出

て
い
ま
す
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん

で
お
互
に
汗
意
い
た
し
ま
し
ょ
う

、
ど
う
し
て
も
そ
の
樹
木
が
ほ
し

い
と
い
う
人
は
、
所
有
者
の
諒
解

を
得
て
か
ら
ハ
号
ミ
を
入
れ
た
り

堀
り
取
り
を
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

の
基
盤
整
備
に
努
力

配
水
管
布
設
は
八
千
七
百
メ
ー
ト
ル

市政だより

水応水
圧最道
低終布
下年設
地度第
区を五:水

域型自!遣:
守山..-

断言叢;事j
水し工 i葉
地た事:一
区。も

の
水
不
足
も
解
消
し
ま
し
た
が
、

十
万
都
市
づ
く
り
の
基
盤
を
整
備

す
る
た
め
に
更
に
努
力
を
つ
い
ふ
け

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
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医
療
要
員
の
確
保
を
は
か
る

助
役
に
大
石
満
雄
氏
就
任

る
競
走
場
の
規
程
に
適
合
し
た
新

ス
タ
ン
ド
、
艇
庫
等
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
駐
車
場

の
舗
装
を
は
じ
め
、
遊
園
地
等
場

内
外
の
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
騒
擾
事
故
防
止
並
び
に
場
内
整

備
対
策
に
重
点
を
置
き
名
実
共
に

健
全
娯
楽
の
場
と
し
適
切
な
宣
伝

と
相
ま
っ
て
売
と
成
績
の
向
上
を

は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
院
機
能
の
高
度
発
揮
で

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

…
病
院
事
業
…

自
治
体
病
院
と
し
て
、
公
共
の

福
祉
を
増
進
す
る
た
め
医
療
要
員

の
確
保
を
は
か
る
と
共
に
、
施
設

並
び
に
医
療
機
械
の
整
備
を
は
か

り
、
病
院
機
能
の
高
度
発
揮
に
努

め
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は

か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
新
設
及
び
厨
房
棟
の

補
修
整
備
等
を
行
な
い
、
病
院
の

近
代
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
経

大
浦
前

助
役
の

退
職
に

ト
品
内
ノ
、

五
月
十

日
付
で

大
石
満
雄
氏
が
新
助
役
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

大
石
氏
は
県
庁
監
査
事
務
局
長

県
北
開
発
振
興
局
長
、
人
事
委
員

会
事
務
局
長
等
を
歴
任
さ
れ
今
回

大
村
市
助
役
と
な
ら
れ
た
も
の
で

行
政
通
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

春
の
殉
国
者
慰
霊
祭

春
季
殉
園
者
慰
霊
祭
が
つ
ぎ
の

と
お
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

参
列
さ
れ
る
遺
族
の
方
の
遺
族

章
は
、
地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ

て
配
付
し
ま
す
が
も
し
届
か
な
い

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
社
会
課
、
各

出
張
所
ま
た
は
遺
族
今
で
お
受
け

と
り
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
五
月
三
十
日
午
前
十
時

三
十
分
間
式

マ
場
所
県
忠
霊
塔

営
の
健
全
化
に
努
め
、
地
域
住
民

の
診
療
需
要
に
応
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
正
確
迅
速
な

事
務
処
理
を

昭和44年 5月20日

…
市
民
課
窓
口
事
務
…

導
し
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

又
本
年
度
は
住
民
基
本
台
帳
法

に
基
く
基
礎
調
査
を
行
な
い
住
民

の
実
態
把
握
に
一
段
の
努
力
を
い

た
し
ま
す
。

年
々
取
扱
件
数
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
が
、
事
務
処
理
に
つ
き
ま

し
て
は
正
確
か
つ
迅
速
に
処
理
し

且
つ
親
切
を
旨
と
す
る
様
更
に
指

力
散
布
機
に
よ
る
防
除
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
タ
マ
パ
エ
に
よ

る
被
害
は
、
重
井
団
地
区
、
五
ノ
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国
体
を
花
で
か
ざ
る

-
・
・
・
み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
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国
体
ま
で
あ
と

1
5
0
日

「
み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

」
は
市
内
各
地
で
、
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

福
重
地
区
で
は
、
国
道
三
十
四

号
線
を
中
心
に
路
傍
花
壇
を
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

りおおむ

交
通
事
故
の
巡
回
相
談

交
通
事
故
の
巡
回
相
談
を
つ
ぎ

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
で
お
こ
ま
り
の
人

は
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
日
時

五
月
二
十
七
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

マ
場
所

市

役
所
大
会
議
室

ム
相
談
料

無
料

'市政だより(3) 

こ
の
花
壇
の
管
理
に
は
各
町
内

ご
と
に
責
任
を
も
っ
て
あ
た
り
、

国
体
開
催
時
に
は
美
事
な
花
を
咲

か
せ
よ
う
と
み
ん
な
が
張
切
っ
て

い
ま
す
。
国
体
は

一
人

一
人
が
主
役
で
す

国
体
を
花
い

っ
ぱ
い
で
迎
え
る
た

め
に
、
市
民
み
ん
な
で
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ふるってど参加ください

青
年
学
級
を
開
設

市
内
に
働
く
若
い
人
た
ち
の
た

め
に
つ
ぎ
の
と
お
り
青
年
学
級
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
六
月
三

O
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
社
会
教
育
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〔女
子
青
年
学
級
〕

マ
内
容

料
理
実
習
、
生
活
、
教

婦
人
学
級
を
聞
き
ま
す

各
コ

l
ス
と
も
六
月

上
旬
よ
り
来
年
三
月
ま

で
行
な
い
ま
す
の
で
希

望
者
は
六
月
五
日
ま
で

に
地
区
婦
人
会
か
市
中

央
公
民
館
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

市中
一講
料
は
い
り
ま
せ
ん

料
理
コ

i
ス

(
A
組
)

毎
月
第

一
金
曜
日

(
B
組
)

マ
期
日

毎
月
第
二
金
曜
日

消
費
生
活
コ

i
ス
(
A
組
)

マ
期
日

毎
月
第
三
月
曜
日
市
民

生
活
コ

1
ス

マ
期
日

毎
月
第
四
月
曜
日

マ
期
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
二
時
間

場
所
は
大
村
市
中
央
公
民
館
読

室百

コ

l
ス

マ
期
日
毎
月
二
十
五
日

リ
ー
ダ
ー
コ

l
ス

マ
期
日

毎
月
第
二
月
曜
日

茶
道
コ
1
ス
(
B
組〉

マ
期
日

毎
月
第
二

・
四
水
曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
二
時
間

場
所
は
大
村
市
中
央
公
民
館

コ
ー
ラ
ス
コ

l
ス

マ
期
日

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

マ
会
場

乾
馬
場
郷
ら
藤
井
宅

消
費
生
活
コ

l
ス
(
B
組
)

毎
月
第
三
金
曜
日

マ
期
日

、
、、~ ::- ， 

マ年 マママ養ー
定 対場期
数 象所日

第
一
日
曜
(
午
前
中
)

中
央
公
民
館

二
五
才
ま
で
の
女
子
青

五

O
名

マ
会
場

西
大
村
小
学
校

茶
道

コ
l
ス
(
A組
)

マ
期
日

毎
月
第
二

・
四
金
曜
日

マ
会
場

本
経
寺

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
二
時
間

洋
裁
コ

l
ス

マ
期
日

毎
週
水
曜
日

マ
会
場

大
村
市
中
央
公
民
館
及

び
滝
野
高
等
洋
裁
学
校

マ
時
間

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

二
時
間

く
わ
し
い
こ
と
は
市
中
央
公
民

館
(
電
話
回
三
二

一
番
〉

お
へ
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

大
村
市
中
央
公
民
館
は
、
大
村
公

園
の
側
、
元
の
大
村
中
学
校
跡
で

す。社
会
福
祉
事
業
資
金
ヘ

寄
附
マ
市
内
乾
馬
場
中
嶋
フ
サ
ヱ
さ
ん

は
亡
夫
実
さ
ん
、
マ
水
田
一

区
西

村
俊
則
さ
ん
は
亡
父
俊
太
郎
さ
ん

マ
琴
浜
町
講
江
栄
蔵
さ
ん
は
亡
妻

ユ
キ
さ
ん
、
マ
四
浜
町
坂
本
ツ
ギ

， I 

、

大
司
は
選
挙
人
名
簿
の
登
録
月

六
月
二
日
ま
で
に
手
続
を
す
ま
せ
ま
し

ょ
う

六
月
は
選
挙
人
名
簿
に
新
成
人

者
、
転
入
者
、

登
録
も
れ
の
人
を

新
た
に
追
加
登
録
し
ま
す
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
人
で
ま
だ
選
挙

人
名
簿
の
登
録
申
出
を
し
て
い
な

い
人
は
、
六
月
二
回
(
月
曜
目
)

ま
で
に
手
続
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

、ν
登
録
申
出
を
し
た
人
の
な
か
で

六
月

一
回
現
在
で
、
大
村
市
に
引

き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
人
を
六
月
二
十
回
に
追
加

登
録
し
ま
す
@

さ
ん
は
亡
夫
鶴
嶋
国
雄
さ
ん
、
マ

西
本
町
水
田
好
男
さ
ん
は
亡
父
成

男
さ
ん
、
マ
赤
佐
古
佐
藤
忠
則
さ

ん
は
亡
母
ナ
ヲ
さ
ん
、
マ
片
町
為

永
久
雄
さ
ん
は
亡
母
イ
ノ
さ
ん
.

マ
玖
島
郷
大
村
美
輝
さ
ん
は
亡
父

清
さ
ん
の
忌
明
に
、
ま
た
市
青
年

団
連
絡
協
議
会
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

金
壱
封
を
市
善
意
銀
行
に
寄
託
さ

れ
ま
し
た
。

殉
国
者
慰
霊
祭
に
寄
附

県
菓
子
工
業
組
合
大
村
支
部
長

前
田
昭
雄
さ
ん
は
殉
園
者
慰
霊
祭

用
と
し
て
折
た
た
み
椅
子
四
十
脚

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

①
新
た
に
満
二
十
オ
に
な
っ
た
人

昭
和
白
年

8
月
2
目
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
は
、
満
二
十
才
に
な

っ

た
と
き
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

②
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し
た
人

前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
発
行
す
る
登
録
ま
た
は
未
登
録

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
も
れ
の
人

永
年
大
村
市
に
居
住
し
て
い
る

満
二
十
才
以
上
の
人
で
、
名
簿
に

登
録
も
れ
の
人
。

登
録
の
申
出
の
受
付
は
、

市
民

課
ま
た
は
各
出
張
所
で
執
務
時
間

中
い
つ
で
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

六
月
の
定
例
母
子

検
診9:30-12:00 

9:30-12:00 

13:30-15:00 

9:30-15 :30 

9:30-12:00 i 

9:30-12:00 I 

間時実 施場 所 |実施月日 |

萱瀬出張所 I6月 6日

三浦診療所 I6月 9日

鈴田出張所 I6見12日

竹松出張所 i6月13日

松原出張所 I6月16日

|福重出張所 I6月17日
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た
だ
し
公
社
の
譲
渡
承
認
が
え
ら

れ
な
い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
り

消
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件

中
小
企
業
振
興
資
金

①
電
話
加
入
権
大
村
局
八
六
六

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電
三
番

…
申
込
み
受
付
…

話
加
一
八
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し
②
電
話
加
入
権

大
村
局
四
四
七

マ

借

入

申

ιιrkt.-
--

ま
す
c

五
番

市
内
に
住
所
と
庖
舗
を
お
き
、

買
受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印
①
電
話
加
入
権

大
村
局
三
三

O

原
則
と
し
て
同
一

業
種
を
引
続
き

ι
ι目
見
又
代
金
を
持
っ
て
ご
参
集
。
番

'

一
年
以
上
経
営
し
て
い
る
中
小
企

源

泉

所

得

税

の

実

?
さ
し
t

①
電
話
加
入
権
大
村
局
三
六
一
業
者
で
、
県
信
用
保
証
協
会
の
対

マ
公
売
日
時
五
月
二
十
七
日
午

一
番

象

業

種

で

あ

り

、
市
税
を
完
納
し

務

講

習

会

の

開

催

前

十

時

⑤

電

話

加

入

権

大

村

局

四

四

三

て
い
る
も
の

源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
、
初
め
マ
公
売
場
所

収
納
課

内

六

番

マ

資

金

の
目
的

て
徴
収
事
務
を
担
当
さ
れ
る
方
の

マ
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札
①
電
話
加
入
権

大
村
局
二
八
六
運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金
と

交

通

制

限

た
め
に
、
つ
ぎ
の
日
程
で
講
習
会

マ
公
売
保
証
金

見
積
価
額

の

百

九

番

し

、

旧
債
返
済
金
に
は
充
当
で
き

十
時
間
山

一

日

時

一

訪

問

討

を
開
催
し
ま
す
の

で

、

も

れ

な

く

分

の

十

①

電

話

加

入

権

大

村
局
二
四

一

な

い

貝

津

大

村

線

(

鈴

田

踏

切

・
三
鈴

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

マ

代
金
納
付
期
限

五
月
二
十
七

一
番

，

マ
融
資
限
度
額

橋
区
間
)
二
0
0
メ
ー
ト

ル
が
片

ま

す

。

マ

日
時

五
月
二
十
八
日
午
後

一

日
午
前
十

一

時

①

電

話

加

入

権

大

村

局

二

四

四

七
十
万
円
以

内

側

通

行

に

な

り

ま

す

。

市
役
所
の

出
納
閉
鎖
日
で
す

昭
和
四
十
三
年
度
の
市
税
手
数

料
な
ど
を
何
か
の
都
合
で
ま
だ
納

め
て
い
な
い
方
は
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

市政だより

ま
た
、
昭
和
田
十
三
年
度
分
で

市
か
ら
の
完
払
代
金
な
ど
を
受
取

っ
て
い
な
い
方
も
五
月
三
十

一
日

ま
で
に
受
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

当
日
は
土
曜
日
に
あ
た

り
ま
す
の
で
午
前
中
に
お
願
い
し

みんなうけよう ーっ

無料結核健康診断

軽

自

動

車

税

の
納

税

通

知
書

時
三
十
分
か
ら

マ
講
師
諌
早
税
務
署
法
人
源
泉

係
長
、
管
理
納
貯
係
長

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

五
月
十
三
日
に
発
送
し
て
い
ま
す

お
手
元
に
と
ど
き
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
.
も
し
と
ど
い
て
い
な
か
っ
た
り

疑
問
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
課
税

課
へ

申
し
で
て
下
さ
い
.

電
話
加
入
権
を
公
売

レン トゲン車が巡回して結核健康診断を行な

います。該当者は、もれなく受診しましょう o

b受けなければならない人

市内に居住する小学1年生以上の者で、つぎ

の者を除く全員

① 小 ・中 ・高校など修学年限 l年以上の学校

の児童、生徒。

②事業所で検診を受ける者。

③ 結核で現在治療中の者。

p料 金 いりません。

なお、検診は健康であるなしにかかわらず受

けなければなりません。検診はし、ずれの会場で

も受診できます。検診はボタンやホックのない

下着であれば、そのまま受診できます。

検診はいくらも時聞がかかりません。さそい

あって受診してくださν、。
どうしても受診できない方ば、衛生課まで連

絡して下さい。

五
番
⑮
電
話
加
入
権

四
番

大
村
局
二
二
七

マ
期
間
運
転
資
金

l
一
年
以
内

設
備
資
金

1
二
年
以
内

マ
貸
付
利
率

日
歩
二
銭
、
別
に
信
用
保
証
料

と
し
て
三
厘
五
毛
1
四
厘

マ
申
込
所

大
村
商
工
会
議
所

市
内
金
融
機
関

マ
申
込
締
切

五
月
二
十
四
日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商

工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

場 所 間

旭町ア パ ート 広場 9.00-10.00 

16月2回
旧中 央 公 民 館10.30-12.00 
水 田一 区公 民 館13.00-14.00 
!水主 町 平松酒居前14.30-15.30 

松並町農協支所前 9.30-10.30 

i6月3目
昭和通親銀前11.00-12.00 
辻田町遊園地13.00-14.0。
新 域 入 口14.30-15.30

9.30-10.30 
6月4田杭出津親 和 会前11.00-12.30 

水 田二 区公民館13.30-15.30 

田 ノdι1ョ、 民 館 9.30-10.30
田 清 和 園11.00-12.00
訪 ノ.ι司a、、- 民 館13.30-15.30

諏訪一 区 田中商庖前 9.30-10.30 

6月6白
乾馬場岩本塗料居前11.00-12.00 
古 町五 区広場13.00-14.0。
西大村出張所15.00-16.00 

中 央 保 育 所 9.30-10.30 

6月9目松並町長崎書居前11.00-12.00 
市病、伝染病棟横13.00-14.0。
桜馬場消防庫14.30-15.30 

協和町九州産業前 9.30-10.30 

B月10白
古賀島公民 館11.00-12.00 
桜馬場八坂神社13.00-14.00 
植 松 ノム¥」、 民 館14.30-15.30

t¥ 

， 
、<-

¥ 


